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七

四
六
　

国
際
聯
盟
調
査
員

に
対
す

る
説
明
事
項
甲
号

(
日
本
軍
部
側

の
分
)
(
関
東
軍
参
謀
部
)
八

二
一

四
七
　

同

右

乙
号

(
満
洲
国
側
説
明
用
と
し
て
軍

よ
り
満
洲
国
外
交
部
総
務
司
長

に
要
望
事
項
)
　

八二
三

四
八
　

軍
司
令
官

の
説
明
案

(
片
倉
参
謀
起
案
)
　

八二五

四
九
　

満
洲
国
協
和
会
設
立
委
員
会
説
明
　

八二
八

五
〇
　

関
東
軍
司
令
部

に
於

け
る
国
際
聯
盟
調
査
員

の
質
議
応
答
事
項
抜
萃

(
関
東
軍
司
令
部
)
　
八
三〇

五

一
　
「満
洲
事
変
史
第

一
巻
」
抜
萃

(
参
謀
本
部
)
　

八
三
四

国
際
聯
盟
支
那
調
査
委
員
の
行
動

五
二
　
満
洲
国
に
対
す
る
日
本
人
主
要
職
員
採
用
に
関
す
る
件
通
牒

(
関
東
軍
参
謀
長
)
　

八三六

五
三
　
満
洲
国
政
府

に
服
務
す
る
日
本
人
官
吏

の
人
事
取
扱
に
関

し
軍
参
謀
長
よ
り
国
務
院
総
務
庁
長
に
対
す
る
依
命
通
牒
　

八三八

五
四
　
満
洲
国
に
服
務
す
る
日
本
人
以
外
の
官
吏

の
人
事
取
扱
に
関

し
軍
参
謀
長
よ
り
国
務
院
総
務
庁
長
に
対
す
る
依
命
通
牒
　

八
三
九

五
五
　
軍
司
令
官
よ
り
駒
井
長
官
以
下
満
洲
国
官
吏
に



与
ふ
る
要
望
事
項

(
案
)
(
関
東
軍
参
謀
部
)
　

八四
〇

五
六
　
満
洲
国
協
和
会
設
立
委
員
会
議
事
録

(満
洲
国
協
和
会
設
立
委
員
会
)
　

八四三

五
七
　
満
洲
国
協
和
会
発
会
式
に
於
け
る
訓
詞
　

八
四
九

一

名
誉
顧
問
本
庄
繁
詞

(八
四
九)

二

執
政
訓
詞

(八
四
九
)

三

会
長
鄭
国
務
総
理
訓
詞

(八
四
九
)

五
八
　

上
奏

(前
関
東
軍
司
令
官
本
庄
繁
)
　

八
五一

五
九
　

満
洲
統
治

に
於
け
る
憂
患

(
佐

々
木
到

一
大
佐
)
　

八
五
五

第
三
節

回

想

1
　
関
係
主
務
者
の
回
想

六
〇
　
満
洲
事
変

(
遠
藤
三
郎
)
　

八
五八

第

一
章

経
過

の
概
要

(八
五八
)

第

二
章

中
央
部

の
指

導

(
八
六
四)

第

一
節

統
帥

(
八
六
四)

第

二
節

政
務

(八
六
六
)

第
三
章

事
変

の
本
質

的
観
察

(
八七
四
)

六

一
　
国
際
聯
盟
脱
退
管
見

(
松
岡
代
表
随
員
土
橋
勇
逸
記
)
　

八
七
七

六
二
　
回
想

「満
洲
事
変
の
真
相
」
抜
葦

(
中
野
良
次
)
　

八
八
八

一

軍
事
輸
送
に
就
て
(八八八)

二

胎
動
時
代
の
満
洲
電
々

(
八
九
七)

三

軍
の
兵
力
増
加
の
状
態

(
九
〇
〇
)

第
四
節

塘
沽
停
戦
協
定
後
の
満
洲
国

1
　
理

念



六
三
　

帝
制
実
施

の
際

の
交
換
公
文

(陸
軍
省
軍
事
課
写
)
　

九
〇五

六
四
　

満
洲
帝

国
協
和
会

の
根

本
精
神

(
関
東
軍

可
令
官
)
　

六
七

六
五
　

満
洲
国

の
根
本
理
念

と
協
和
会

の
本
質

(関
東
軍
司
令
部
)
　

九
〇八

2
　
指
導

・
育
成

六
六
　

対
満
政
策
遂
行

に
関
す
る
意
見

(
南
関
東
軍
司
令
官
)
　

九
一
二

六
七
　

人
事

に
関
す

る
事
項

(
関
東
軍
参
謀
部
)
　

九二〇

六
八
　

満
洲
国
人
事
行
政
指
導
方
針
要
綱

(
関
東
軍
参
謀
部
第
三

課
)
　

九二二

六
九
　

人
事

ニ
関

ス
ル
往
復
電
　

九二六

一

軍
務
局
長
↓
軍
参
謀
長

(九
二
六
)

二

軍
参
謀
長
↓
軍
務

局
長

(
九
二
六)

三

軍
務
局
長
↓
軍
参
謀
長

(
九
二七
)

七
〇
　

「満
洲

の
現
況

に
就

て
」
御
進
講
資
料

(
林
陸
軍
大
臣
兼
対
満
事
務
局
総
裁
)
　

九二八

七

一
　
国
務
大
臣

の
輔
弼

に
就

て

(満
洲
国
関
係
)
(
枢
密
顧
闇
官
清
水
澄
)
　

九四
〇

七
二
　

満
洲
国
陸
軍
指
導
要
綱

(参
謀
総
長
)
　

九四七

七
三
　

蒙
古
民
族
指
導

の
根
本
方
針

(
関
東
軍
司
令
部
)
　

九
四八

七
四
　

満
洲
農
業
移
民
百
万
戸
移
住
計
画

(
同
右
)
　

九
四
九

七
五
　

満
洲
国
重
工
業
確
立
要
綱

(
同
右
)
　

九五三

七
六
　

在
満
朝
鮮
人
指
導
要
綱

(
同
右
)
　

九
五
六



七
七
　
鮮
農
取
扱
要
綱

(
同
右
)
　

九
五
七

第
五
節

関
東
軍
職
員
表

七
八
　

関
東
軍
職
員
表

・
昭
和

六
年
八
月

一
日
調

(
関
東
軍

司
令
部
)
　

九
五
九

七
九
　

同

右

・
昭
和
七
年

三
月

一
日
調

(
同

右

)
　

九六
四

八
〇
　

関
東
軍
飛
行
隊
編

成
表

・
昭
和
七
年
三
月
三

一
日
調

(
関
東
軍
飛
行
隊
本
部
)
　

九
七
九

八

一
　
間
島
臨
時
派
遣
隊
職
員
表

・
昭
和
七
年

四
月
上
旬

(
朝
鮮
軍
司
令
部
)
　

九八〇

八
二
　

第
八
師
団
職
員
表

・
昭
和
七
年

四
月
二
五
日
調

(
関
東
軍
司
令
部
)
　

九
八
一

八
三
　

第
十
師
団
職
員
表

・
同

右

(
同

右

)
　

九八
二

八
四
　
第

十
四
師
団
職
員
表

・
同

右

(
同

右

)
　

九八
三

八
五
　

関
東
軍
司
令
部
高
等
官
職
員
表

・
昭
和
七
年
九
月

一
日
調

(
同
右
)
　

九八四

八
六
　
軍
直
属
部
隊
独
立
守
備
隊
司
令
部
其
他
職
員
表

・
昭
和
七
年

八
月
八

日
調

(
同

右
)
　

九
八五

八
七
　

軍
直
属
部
隊
関
東
憲
兵
隊
司
令
部
其
他
職
員
表

・
昭
和
七
年

八
月
八
日
調

(
同

右
)
　

九
八六

八
八
　

騎
兵
第
四
旅

団
職
員
表

・
昭
和
七
年

九
月
二
三
日
調

(
同

右
)
　

九八七

八
九
　

混
成
第
十
四
旅
団
職
員
表

・
昭
和
七
年
九
月
二
四
日
調

(
同

右
)
　

九八八

九
〇
　

第

六
師
団
職
員
表

・
昭
和
七
年
十
二
月
十

日
調

(
同

右
)
　

九
八
九

九

一
　
関
東
軍
職
員
表

・
昭
年
九
年
三
月
調

(
同

右
)
　

九
九
〇


